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Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：ＤＺ７ｑﾉﾌﾞ/αγiα〃?Ｍis，pulmonarydirofilariasis，zoonosis，humaninfection

犬糸状虫、iγq/7zαγｉａｉｍ伽飾の幼虫ないし幼成虫が

ヒトに寄生し各種の病変を示すことが近年知られ症例も

増加してきた．その際の寄生部位は肺が最も多く，つい

で皮下，まれに腹腔内である．わが国の症例における

Ｄかq/7Ｚａ７ｉａの虫種についてはMacLeanetaZ．（1979）

が沖繩のｌ男子の皮下から採取したものをＤｉγqﾉﾌﾞｚａｒｍ

７ゆｅ刀ｓと同定した他は，ＤｉｒｑﾉﾌﾞＺａｒｉａｉ，""Jizisとするか，

または種の同定を避けている．

筆者らは1978年，犬糸状虫幼虫の肺寄生と思われる症

例に遭遇したのであるが，虫種の同定について確信が得

られず，第37回日本寄生虫学会西日本支部大会にその概

要を報告（吉田ら，1982）したままになっていたのでこ

こにその細部について記載する．

同年７月21日に血疾があったが気管支鏡検査および造

影で著変を認めなかった．同年８月12日に再度血疾があ

り，赤沈は１時間値11ｍｍ，２時間値21ｍｍであった．

喀疾検査の結果は結核菌陰性であり，その他の病的所見

も認められなかった．同年９月８日，再び左側気管支造

影を行ったが異常は認められなかった．しかし９月１１日

の断層撮影によると腫瘍の大きさは19×15ｍｍとやや

増大の傾向にあり（図l-b)，結核あるいは肺癌疑の不

明腫瘍として手術の適応となった．

その他，この時期に実施された各種臨床検査の所見

は，好酸球が９％とやや増加している他はすべて正常範

囲内であった．

手術所見

1978年10月３日，全身麻酔下で右上葉切除術を行っ

た．背部弧状切開で開胸すると肺尖部は索状癒着を認め

るのみで，彦出液の貯留もなく，ｓ,部に腫瘤を触れた．

型の如く上葉を切除し，胸腔ドレーン１本を挿入して手

術を終った．肺結核が疑われたので術後一応抗結核剤を

使用した．その後の経過は良好で残肺の膨張も良好であ

ったので同年11月22日退所，自宅療養に移行し，現在も

健在である．

病理学的検索

摘出肺は病理学的検査のため岡山大学医学部病理学教

室に送られた．その所見は次の如くである．

（１）肉眼的所見ｓ,の肺尖部近くの肋膜直下に直径

20ｍｍ大，球状の硬い病巣が認められた．割面は病巣

のほぼ全体が淡灰黄色チーズ状で，辺縁部は全周にわた

ってｌ～２ｍｍの厚さの被膜状線維化を示していた．

なおパラフィン包埋された材料の割面では，病巣内に糸

状虫様虫体が認められた．

（２）組織学的所見肉眼で認められたように，病巣は

症例

症例○手○夜６８歳女性

患者は岡山県苫田郡鏡野町吉原に永年居住しており，

家族歴としては母親が腸結核で死亡した他は特記すべき

ことはない既往歴は慢性腎炎，十二指腸潰瘍，関節リ

ウマチなどが主なものとしてあげられる．

現病歴

1978年５月，集団検診で右肺尖部に異常を指摘され

た．それ以前の検診では異常はなかった．同年７月７

日，真庭郡の某病院で精密検査を受けたところ，右肺尖

部に17×14ｍｍのいわゆる銭型陰影があり（図l-a)，

恐らく結核腫であろうといわれ，同年７月１２日，津山療

養所を紹介され受診した．シ反応をおこなったところ疑

陽`性と判定された．

京都府立医科大学医動物学教室業績第506号

'）京都府立医科大学医動物学教室２）岡山大学医学部寄

生虫学教室３）病理学教室４）国立津山療養所内科

(６７）
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'１２面単純撮影，ｂ断層撮影，矢印は|Xｌｌ犬糸状虫症患昔の肺Ｘ線像、a

coinlesionを示す．

厚い線維組織に被われており，被膜内部の組織は完全な

壊死におちいっていた．壊死病巣の細網線維や弾'性線維

は元の肺構造をよく保っており，構造の改築はみられな

かった．弾性線維の構造から肺動脈と判定できる拡張し

た３本の血管の内腔に線虫の断面像が認められ，その多

くは構造が消失して虫体に石灰が沈着していた壊死部

には多数のcholesterincleftや石灰沈着が認められた

被膜外囲には軽度なリンパ球および多核巨細胞の浸潤か

みられた．

以上の所見は虫体による肺動脈閉塞と，その結果とし

ての硬塞像である

寄生虫学的検索

腫瘤から作成した数枚の切片はＨＥ染色，ＰＡＳ染色

などを施し，虫体断面の観察はそれぞれの中から最も明

瞭なものを選んで行ったまず図２は腫瘤断面の全形

を示した超弱拡大（ＨＥ染色）標本で，断面の径は

15.5×14.4ｍｍで，矢印で示した３カ所に虫体の断面，

あるいは虫体の寄生を思わせる病巣がある．

図３は虫体の断面がみえる部分の別の切片標本（ＰＡＳ

染色）の弱拡大像である．この標本においては，体長に

対しほぼ直角に切れた虫体の４つの断面がみえる．断面

の径は125/1ｍから187/、の間にある．虫体はいずれも

かなり破壊が進んでいるこれが複数虫体の断面か，あ

るいは屈曲した１虫体の断面かはつまびらかでない

図４は図３の右上の虫体断面の拡大像で，その径は

163×125/,ｍ，角皮の厚さは３～７/(ｍである．全体と

して不整形で，３～４カ所に瘤状の隆起が認められる

が，これは角皮が収縮・変形したため生じたものであろ

う．角皮の外面には後で述べるような針状隆起は認めら

れないinternallongitudinalridgeは鋭く，内方に向

って三角形を示し，その両側に側索が比較的よく保たれ

ている．筋線維も比較的よく保存されておりpolymyar‐

iantypeである．ＰＡＳで強く染っている管壁は未熟な

雄'性生殖器の断面と思われる．消化管はこの断面ではは

っきりしない．角皮は所により３～４層にみえるが新鮮

な虫体でないので確実なことはいえない

図５は図３の左下の虫体断面のつづきで，別の切片

(ＰＡＳ染色）に現れたものである．虫体断面の径は

150×133/２ｍで，角皮の厚い所は叩、，薄い所は３/、

程度で，３～４層になっているようにみえる．問題は角

皮の外側にある不規則に配列した，先のとがった小突起

である．これがいわゆるexternallongitudinalridgeな

のか，虫体の変`性・収縮などによるartifactなのか，

結論を得るのに時間を要した．この点については後でま

とめて述べることにする．断面で判別できるその他の所

見としては図４と同様，internallongitudinalridgeが

明瞭で，筋線維も比較的よく保たれ，未熟な雄`性生殖器

の断面かみえている側索や消化管は，この標本ではは

っきりしない

図６および図７はそれぞれ図３の左上，左下の虫体断

面のつづきで，別の標本（ＨＥ染色）に現れたものであ

る．虫体内部はあまりよく識別できないが，角皮外面の

(６８）
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突起を示したものである．まず図６では10本内外の針状

の突起がみえるの反対側の表面はやや不規則である．

しかし全く突起のみられない所もある．図７ではやは

り，間隔の不そろいな，先のとがった十数本の背の低い

突起がみえる．

以上の虫体の断面の所見から虫種の同定を行わねばな

らないが，本邦における過去の例および分布種から考え

て，Ｄｉγq/7Jαｱｶﾞα〃伽施，，．γ"e"s，，．〃ｒｓｉの３種

がまず対象となる．本症例の断面の角皮外側の小突起群

がexternallongitudinalridgeであるとすれば，．「e‐

〆"ｓと，．”ｓｉを考えねばならない．しかし宇仁

(1978）およびＵｎｉｅｆａＺ．（1980）の精細な光顕ならび

に走査電顕的研究によると，．〃〃tｉｓにもexternal

longitudinalridgeは存在する．とくに体中央部のそれ

は雌より雄において顕著であり，雄虫尾部の背面にも存

在し，かつその腹面には，異なったパターンのventral

ridgeが認められる，としている．また吉村・赤尾

(1982）は，角皮最内層において，側索の基底部に相当

して深く突入しているinternallongitudinalridgeが

虫種鑑別に極めて重要で，ことに，.ｉ，'､z伽の著明な

所見は本虫の特徴とさえいわれる，と述べている．この

所見は本症例の虫体断面においてもよく保存されてい

る．さらに本症例の虫体断面４つのうち２つには角皮外

側の突起が見えるが，他の1つは痕跡的であり，他の1

つには全く見られない

以上の様な所見から，念のため標本を米国ＵＣＬＡの

Ｄｒ・Ash,Tulane大学のＤｒ、Beaver，金沢大学の吉村

裕之教授，大阪市立大学字仁茂彦博士らに送り，意見を

求めた．Ｄｒ、ＡｓｈならびにＤｒ・Beaverの意見は，虫

体はやや小さいが異常に小さい訳ではなく，longitudi‐

nalridgeは通常我々が見ているものよりやや顕著であ

るが腹面に限局しており，数も分布状態もＤ・加加加ｓ

からかけはなれたものではない，というものであった．

吉村教授もほぼ同様で，明らかなridgeとするのは疑

問でartifactあるいは虫体変性過程における角皮の萎縮

などによるものではないか，との意見であった．字仁博

士からは，本標本と，．”ｓｉとを比較検討した結果，

上記突起のみならず，側索，筋線維，角皮などの形態差

について意見を得た．結論として本虫体はＤかqﾉﾗﾙｧｺﾞα

〃〃雌雄幼成虫と同定する．

考察

Ｄｉ７ｑﾉﾗﾙｧ/α属の線虫は通常，ヒトを固有宿主とする

ものはないが，近年，本属の数種のものの幼虫あるいは

幼成虫がヒトに感染したという症例報告が世界的に増加

してきた．Ｂｅａｖｅｒｅｔα/・（1984）の最新の教科書をみる

と，ＤｉｒＱ/7/αγiα〃"伽ｓのヒト肺および心臓寄生例は，

アメリカ合衆国60例，オーストラリア18例，コロンビ

ア，ブラジル各１例，日本10例以上となっている．

わが国における症例については吉村らが数回にわたり

総説（吉村，1980,1983；吉村ら，１９８１；吉村・赤尾，

1982）で紹介しているが，その後の報告例を含め，１９８４

年５月現在の症例を表lに示した今回報告した症例は

既に学会に報告したもの（古田ら，1982）で表１の中の

14番に相当する．以上の如く，．〃〃Zｉｓのヒト寄生

は稀ではなく，最近かなりの頻度で見出されており，胸

部検診でいわゆるcoinlesionを見たときは一応本症を

疑ってみる必要があろう．

次にＤｉ７ｑ/ｆｍ７ｉαγゆど"ｓはソ連，スリランカ，イタ

リー，ギリシャ，フランス，ユーゴスラビア，アフリ

カ，イスラエル，アルゼンチン，タイなどから計100例

以上の人体寄生例が知られており，それらの大部分は皮

下寄生である．日本では沖繩でMacLeanetaム（1979）

が67歳の日本人男子の皮下結節中の線虫断面を，．γｅ

〆"ｓと同定した．本種の固有宿主はイヌ・ネコなどで

あるが，わが国では沖繩を含めまだこれらの動物から

，.γGpe"ｓは見出されていない．北米にも本種は分布し

ないようである．

Ｄｉｒｑﾉﾌﾞ/αγ'ａｔｅ""ｉｓはアメリカ合衆国でアライグマ

(racoon）の皮下に成虫寄生が普通にみられる種である．

図２－７犬糸状虫症患者の右肺上葉の結節中に見出された雄幼成虫の横切像．図２：同結節断面の超弱拡大

像(×３）．矢印で示した部位に虫体の断面あるいは寄生を思わせる病巣がある．図３：虫体の４つの断

面がみえる切片のＰＡＳ染色，弱拡大像（×116)．図４：図３の右上の虫体断面の強拡大像（×368)．

全体として不整形，角皮の厚さ３～７βｍで３～４層，角皮外表にexternallongitudinalridgeと,思わ
れるものはない．internallongitudinalridgeは明瞭で内方に向って三角形を示し，その両側に側索が

ある．筋肉の配列はpolymyariantypeで，中央に未熟雄`性生殖器の断面がみえる．図５：図３の左下

の虫体断面のつづきで別切片に現れた断面，ＰＡＳ染色（×368)．角皮外表のあちこちに不規則に配列

した小突起がみえる．他の所見は図４に同じ．図６．７：図３の左上，左下の断面のつづきでＨＥ染

色（×368)．角皮外表の針状あるいは小疵状の突起を示す．

（７０）



439

表１日本における犬糸状山の人体肺寄生例の集計（1984年６月現在）

体｜報告者（年）番号｜年齢｜性｜住所 臨床症状 寄生部位｜虫

肺結核（？）・肺癌

咳・発熱・疲労感

嚥下困難（食道癌転移？）

咳・疾

coinlesion

咳・胸内苦悶・肺腫瘍（？）

胸痛・呼吸困難

coinlesion

肺癌（？）

肺癌（？）

食道静脈瘤

咳・疾

coinlesion

coinlesion・肺結核・肺癌（？）

肺結核（？）

腹部膨iiMj・＿上腹部痛

肝癌

結核腫（？）

coinlesion

coinlesion

coinlesion・肺痛（？）

coinlesion

早（幼成虫）

旱（幼成虫）

８

未熟（性別？）

未熟

さ（未熟）

不詳

８２虫(幼成虫）

８

未熟（性別？）

８（幼成虫）

未熟（性別？）

未熟（性別？）

８（未熟）

性別？

性別？

旱

不詳

８（変性）

性？（変性）

旱（幼成虫）

さ

(1968）

(1974）

(1974）

(1975）

(1976）

(1977）

(1978）

(1979）

(1979）

(1980）

(1981）

(1981）

(1982）

(1982)＊

(1982）

男
女
男
男
女
男
女
男
女
男
男
女
男
女
男
女
女
男
女
女
男
男

金沢市

千葉県

新潟県

東京都

新潟県

鳥取県

佐賀県

愛知県

福岡市

富Ⅱ1市

富山市

所沢市

東京都

岡山県

岡山県

岡山県

宮崎県

大分県

福井県

山形県

富山県

三重県

１
２
３
４
５
６
７
８
９
，
ｕ
咀
週
以
巧
、
Ⅳ
肥
田
加
皿
”

２
６
９
８
１
７
８
２
９
２
４
７
４
８
８
５
４
３
０
１
９
９

４
５
７
４
７
５
１
５
５
５
６
６
５
６
４
５
６
５
５
７
５
３

葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉

下
下
下
中
下
下
下
中
上
下
上
上
下
上
中
中
下
下
上
中
下
上

肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺
肺

左
右
右
右
右
右
右
右
右
右
左
右
右
右
右
右
左
右
左
右
右
左

吉村他

石井(明)他

大鶴他

正木他

広野他

山根他

玉置他

熊田他

石井(洋)他

吉村他

吉村他

増田他

佐藤他

吉田他

津嘉111他

〃

ｷ旨『旨他

明石他

吉村他

斉藤他

吉村他

〃

(1983）

(1983）

(1984）

(1984）

(1984）

＊本論文、学会報告に当る

同国でヒトの皮下とくに眼瞼などから見出され，Ｄ、

CO,Ｗ,,ａｉＵａと呼ばれてきた種をOrihelandBeaver

(1965）は、．／e"z、とすべきであると述べた．

、/γq/ｆＪａ７ｉａｚ"ｓＺは日本，カナダ，アメリカ合衆国の

北部でクマの腹腔内または皮下にその成虫寄生がみられ

る．本種と思われる種の人体寄生例がカナダおよびアメ

リカ合衆国で６例程報告され、いずれも皮下寄生であ

る．

現在，Ｄｉ７ｑ/ｆＪａ７ｉｑ属線虫の中でヒトに寄生すること

が知られているのは以上の４種と考えてよいさて本論

文の症例の肺に断面として見出された虫体は，その大き

さ，角皮・internallongitudinalridge・側索・筋肉など

の`性状からＤ/ﾉｰqﾉﾗﾙｧ血属のものであることは容易にう

なずけるが，その種の同定について検討を要した．それ

は虫体の断面がやや小さいこと，角皮外側の一部に小隆

起の断面が並んでおり，これをexternallongitudinal

ridgeと考えるかどうかである．それ以外の性状，すな

わち角皮の層状構造，internallongitudinalridge,側索

および筋などは，./，"〃t/ｓと異なる所はない．断面の

大きさは虫体の部位および発育の程度により異なるとし

て，externallongitudinalridgeか否かについて以下に

述べる．

Ｄｉｒｑﾉﾌﾟﾉａ７ｉａｒｅＰｅ"ｓのexternallongitudinalridgeは

小さく，低く，かつ虫体断面の全周に亘って規則正しく

配列している．本種はMacLeanetaJ．（1979）によっ

て沖繩のヒトから見出されはしたが日本のイヌ・ネコな

どの調査によっても未だ見出されておらず（大石ら，

1973a，ｂ；末永ら，1971,1974,1976,1980；末永・北

原，１９７８；淡河，１９８０；Mizunoetα/､1981など)，か

つ本種の人体寄生例の報告をみると，すべて皮下寄生で

ある．以上の形態的ならびに疫学的見地から本症例の対

象種とは考えにくい．

次にＤｉ７ｑ/7Ｊαγ/ａｒｃ"z‘ｉｓは，滑らかで丸いexternal

longitudinalridgeが約10'ｍの間隔で規則正しく並ん

でいる点，またわが国に分布しない点などから除外され

る．

以上の如き経過で本症例の虫種はＤﾉｧq/ｉＭａ７ｉａｉ"'ﾉ"/z‐

/ｓか，．’`ｍかと考えられた．，．〃がｉは，わが国の

（７１）
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クマにも寄生し，アメリカ・カナダで人体寄生例もある

が，いずれも皮下寄生である．その形態とくに，．〃一

伽ＺｉＳとの比較については宇仁（1978)，およびＵｎｉａ

ａＪ．（1980）の精細な研究があり，標本を借りて比較し，

かつ字仁博士の意見を参考とした．同氏の研究によると

Ｄ・加伽tisは，従来その角皮外側は滑らかであるとさ

れていたが，既に述べた如くexternallongitudinal

ridgeが雌雄の体中央部および雄虫尾部の背面に存在

し，かつ雄虫尾部の腹面にはventralridgeと称する隆

起列のあることが明らかにされた．従って虫体断面の一

部にこのようなridgeが認められたからと言って直ちに

，．〃〃tｉｓを否定することはできない．さらに既に述

べたような，r・Ash,DnBeaver,吉村裕之教授らの意

見を参考として最終的にＤかqﾉﾗﾙｧｺﾞα加伽tis雄幼成虫

と同定したのである．

ＵＣＬＡのＤｒ、Ash・Tulane大学のDnBeaver，金沢

大学の吉村裕之教授，大阪市立大学の宇仁茂彦博士に深

甚の謝意を表する．
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Abstract j
I

A CASE OF PULMONARY DIROFILARIASIS WITH SPECIAL

REFERENCE TO MORPHOLOGY OF CROSS SECTION

OF THE WORM AND SPECIES DIAGNOSIS

Yukio YOSHIDA1), Minoru YAMADA15, Tsunezo SHIOTA1*,

Daigoro SAKUMOTO2), Akira TSUTSUMI3)

and Yojl NAKANISHI4)

(^Department of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of

Medicine, Kyoto, Japan ; 2) Department of Parasitology, and

® Department of Pathology, Okayama University Medical

School, Okayama, Japan ; ^National Tsuyama

Sanatorium, Tsuyama, Okayama

Prefecture, Japan)

A 68-year-old woman who has lived in Okayama Prefecture for long time suffered from

bloody sputum, and a coin lesion was demonstrated at the apex of her right lung by chest X-ray.

She, therefore, received lobectomy for the suspicion of lung cancer or tuberculoma. A spherical

tubercle, about 20mm in diameter, was removed from just beneath the pleura corresponding with

the roentogenograph. It was histopathologically diagnosed as the ischemic infarction of the lung

caused by obstruction of pulmonary artery with a kind of nematode. Several cross sections of the

worm in the tissue stained with hematoxylin-eosin or periodic acid-Schiff, were studied for species

diagnosis. The cross sections of the worm are rather small ranging 125-187^m in diameter, and are

irregular in external shape probably due to degeneration. The cuticle, 3-7^m in thickness, is

consisted of 3-4 layers. The sections also showed polymyarian muscle layers, immature male sexual

organ, and distinct internal longitudinal ridges connected with the lateral cords. Of interest is that,

in some sections, verruca or spine like small protrusions are seen eventhough they are not always

recognized through the whole circle. II they are genuine external longitudinal ridges, the worm

should be diagonsed as Dirofilaria repens or D. ursi. However, the recent papers (Uni, 1978;

Uni et at. 1980) indicate that the external longitudinal ridges are also present at the dorsal surface

of midboby of both sexes and dorsal and ventral of hindbody of the male of Dirofilaria immitis

which has generally been thought to have smooth cuticle. Finally, the present worm was diagnosed

as an immature male of Dirofilaria immitis from its morphology, the site of infection and

epidemiological point of view. The number of human pulmonary dirofilariasis is 22 including

the present case up to now in Japan.
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